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 はじめに                           

 

令和元年（2019 年）10 月 12 日（土）に日本列島に上陸した台風第 19 号は、東日本

から東北地方を中心に、広い範囲で観測史上最大となる大雨を降らせ、各地に甚大な

被害をもたらしました。 

長野県においては、初めて大雨特別警報が発表され、東北信地方を中心に河川の氾

濫、土砂災害などの被害が相次ぎました。 

飯山市では台風接近に備え、12 日（土）8 時 30 分には警戒本部を設置し、13 日（日）

0 時 30 分に災害対策本部に切り替え対応にあたりました。また、避難情報は 12 日（土）

20 時 45 分に常盤地区・木島地区に避難勧告の発令を最初に、2 地区 23 区に避難勧告、

指示を発令し、ピーク時には市内 11 施設に 1,400 人を超える市民が避難をしました。 

千曲川の水位は、立ヶ花水位観測所で 13 日（日）3 時 20 分に 12.46ｍ、飯山水位観測

所で 13 日（日）7 時に 11.10ｍに達し、それぞれ過去最高となる水位を記録しました。

こうした状況の中、13 日（日）未明に千曲川の支川である皿川(一級河川)が氾濫し、

市街地の浸水に加え市役所も浸水被害を受けたほか、千曲川沿いの一部の地域でも氾

濫被害が発生し、市内で浸水被害を受けた家屋は 629 戸に上りました。 

この間、国・県の関係機関や市消防団等と連携し、被害状況の確認や救助活動に加

え、河川からの浸水防止や排水対応など、市民の生命・財産を守るための活動に尽力

いたしましたが、市内各所で浸水被害などが発生し、多くの市民が住宅をはじめとす

る財産に被害を受け、台風通過後も被災した家財の片づけなどの対応や生活の再建に

追われるなど、その被害が深刻なものとなってしまったことは非常に残念な結果とな

ってしまいました。 

 市では、この災害を教訓とすべく、6 地区の区長会との意見交換会を実施し、また、

災害対応にあたった職員からの反省事項等を踏まえ、令和 2 年 8 月に「令和元年東日

本台風（台風第 19 号）災害における課題と対応策」を取りまとめました。 

その課題と対応策として、洪水時の指定避難所を見直すとともに、洪水時の事前の

備えとして「マイ・タイムライン」の作成促進や「防災情報サービス」の周知、「メ

ール配信サービス」の登録促進、「ハザードマップの改訂版」の全戸配布など、市民

がこれまでの経験則だけに頼らず、状況に応じた適切な避難行動をとることができる

よう、一層の防災知識の普及啓発に努めてまいりました。 

また、信濃川水系では、国や県、関係市町村が連携し、流域が一体となった防災・

減災対策を推進するため、「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」が取りまとめら

れ、堤防強化や整備、河道掘削などにより被害の軽減に向けた治水整備とともに、た

め池や田んぼダムの活用、公共施設の雨水貯留施設の整備など地域が連携した浸水被

害軽減対策の推進、住まい方の工夫や水害記録の伝承、中小河川のハザードマップ作

成によるリスク情報の周知など、近年の水災害による甚大な被害を受けて、施設能力

を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪水に備える水防災意識社会の
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再構築を一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、あらゆる関係者

が協働して流域全体で行う、「流域治水」への転換、取り組みが始まっています。 

災害は、時の経過とともに、人々の記憶から薄れていってしまいます。一方で、自

然災害は、地球温暖化の影響により、今後も必ず起きうるものと考えなければなりま

せん。そこで、市では、この災害の記録を風化させることなく、これからの災害対応

に活かすため、本記録と災害から 5 年の主な取り組みを作成することといたしました。 

市民の皆様におかれましても、避難をはじめとする自助・共助による防災行動を考

えるためにお役立ていただければ幸いです。市といたしましても一層の防災体制の強

化を図り、市民の皆様の安全・安心の向上のために努めてまいります。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）飯山市役所から北方上空 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）北町区皿川上空 
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第 1 章 

 

令和元年東日本台風（台風第 19 号）の 

概要と対応記録 

～令和元年台風 19 号関連災害経過報告【第 9 報】 

令和 2 年 9 月 30 日現在の記録から～ 
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1 令和元年東日本台風の概要                   

 

⑴ 令和元年台風第 19 号の概要 

 

10 月 6 日に南鳥島近海で発生した台風第 19 号は、マリアナ諸島を 西に進み、一時

大型で猛烈な台風に発達した後、次第に進路を北に変え、 日本の南を北上し、12 日

19 時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した。その後、関東地方を通過し、13 日 12

時に日本の東で温帯低気圧に変わった。台風第 19 号の接近、通過に伴い、広い範囲で

大雨、暴 風、高波、高潮となった。 

雨については、10 日から 13 日までの総降水量が、神奈川県箱根で 1,000 ミリに達

し、東日本を中心に 17 地点で 500 ミリを超えた。特に静岡県や新潟県、関東甲信地

方、東北地方の多くの地点で 3、6、12、24 時間降水量の観測史上 1 位の値を更新す

るなど記録的な大雨となった。 

この大雨について、10 月 12 日 15 時 30 分から順次、静岡県、神奈川県、東京都、

埼玉県、群馬県、山梨県、長野県、茨城県、栃木県、新潟県、福島県、宮城県、岩手

県の 1 都 12 県に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけた(13 日 8 時 40 分

までにすべて解除)。 

風については、東京都江戸川臨海で最大瞬間風速 43.8 メートルとなリ観測史上 1 位

を更新したほか、関東地方の 7 か所で最大瞬間風速 40 メートルを超えた。また、台風

の接近に伴って大気の状態が非常に不安定となリ、千葉県市原市では竜巻と推定され

る突風が発生した。 

波については、波高が静岡県石廊崎で 13 メートル、京都府経ケ岬で 9 メートルを超

える記録的な高波が観測された。高潮については、東京 都三宅島で潮位 230 センチな

ど、静岡県や神奈川県、伊豆諸島で、過去 最高潮位を超える値を観測したところがあ

った。 

この大雨の影響で、広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、土砂災害や浸水害が発

生した。これら大雨による災害及び暴風等により、人的被 害や住家被害、電気・水道・

道路・鉄道施設等のライフラインへの被害 が発生した。また、航空機や鉄道の運休等

の交通障害が発生した。 

出典「台風第 19 号による大雨、暴風等」(気象庁) 
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⑵ 令和元年台風第 19 号に関する長野県速報 

 

10 月 12 日から 13 日にかけて、台風第 19 号の影響により、長野県では非常に激し

い雨が降り、強い風が吹いた所があった。 

このため、長野市穂保地区での千曲川堤防の決壊などによる洪水や大 雨で人的被

害や建物などの被害、鉄道の運休や航空機の欠航、停電など の交通障害やライフラ

インへの影響があったほか、農業被害、土砂災害、 浸水害、洪水害が発生した。ま

た、記録的な大雨により、平成 25 年（2013 年）8 月の運用開始以来、県内 4 3 市町

村に初めて大雨特別警報を発表した。さらに千曲川氾濫発生情報も発表した。この台

風の接近・通過に伴い、長野県では 10 月 12 日 0 時から 13 日 24 時までの総降水量

は、笠岳で 322.5mm、鹿教湯で 322.5mm、軽井沢で 315.0mm、佐久市で 303.5mm、北相

木で 395.5mm を観測し、北部と中部を中心に大雨となった。県内の 14 の観測地点

で、日降水量の統計以来の極値を更新した。 

出典「令和元年台風第 19 号に関する長野県気象速報」（長野地方気象台） 

 

【大雨特別警報発表市町村(県内 43 市町村)】 

長野市、松本市、上田市、岡谷市、諏訪市、須坂市、小諸市、伊那市、 中野市、飯

山市、茅野市、塩尻市(楷川)、佐久市、千曲市、東御市、安曇 野市、小海町、川上

村、南牧村、南相木村、北相木村、佐久穂町、軽井沢 町、御代田町、立科町、青木

村、長和町、富士見町、原村、辰野町、宮田村、木曾町、麻績村、生坂村、筑北村、

坂城町、小布施町、高山村、山ノ 内町、木島平村、野沢温泉村、飯綱町、栄村 

 

図１ 台風経路図    出典「台風第 19 号による大雨、暴風等」（気象庁） 
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図２ 天気図・衛星画像・雨量分布 出典「台風第 19 号による大雨、暴風等」（気象庁） 
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２ 飯山市の気象状況                       

令和元年台風第 19 号により、飯山市には 10 月 12 日（土）10 時 56 分に大雨警

報、12 時 18 分に洪水警報が発令された。台風の接近に伴い、12 日（土）20 時 45 分

以降、大雨特別警報が発令された。 

⑴ 気象警報等の発表状況 

① 気象警報 

月日 時間 内容 

10 月 12 日（土）  7:40 大雨注意報 発表 

7:40 洪水注意報 発表 

10:56 大雨警報（土砂災害）発表 

12:18 洪水警報 発表 

14:39 大雨警報（土砂災害・浸水害）変更 

20:45 大雨特別警報（浸水害）発表 

23:11 大雨特別警報（土砂災害・浸水害）変更 

10 月 13 日（日） 0:57 大雨特別警報（土砂災害）変更 

3:20 大雨特別警報解除、 

大雨警報（土砂災害）変更 

6:46 大雨警報 解除 注意報へ 

10 月 14 日（月） 7:48 大雨警報（土砂災害） 発表 

10 月 15 日（火） 4:35 大雨警報 解除 注意報へ 

6:13 大雨警報（土砂災害） 発表 

10:04 大雨警報 解除 注意報へ 

16:26 大雨注意報 解除 

 

  ② 土砂災害警戒情報 

月日 時間 内容 

10 月 12 日（土） 19:50 土砂災害警戒情報 発表 

10 月 13 日（日） 16:40     〃    解除 

 

③ 降水量情報 

    10 月 12 日（土）午前 11 時～13 日（日）午前 11 時までの 24 時間降水量 

   □斑尾観測所（市） 288ｍｍ   □富倉観測所（市） 207ｍｍ 

   □飯山観測所（市） 129ｍｍ   □飯山（アメダス） 122.5ｍｍ 
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④ 水位情報（千曲川） 

   □立ヶ花観測所 

…最高水位 12.46ｍ（10/13 AM3:20）【参考：S58.9（11.13ｍ）】 

   □飯山観測所（中央橋下流水位計） 

…最高水位 11.10ｍ（10/13 AM7:00）【参考：S58.9（10.09ｍ）】 
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３ 災害対策本部等の設置、会議状況                

飯山市では、令和元年（2019 年）10 月 12 日（土）8 時 30 分に台風第 19 号接近に

対する警戒本部設置を設置し、13 日（日）0:30 に災害対策本部に切り替えた。同時

刻に第１回災害対策本部会議を開催し、災害対策本部閉鎖までの計 46 回の会議を重

ね、台風に対する対応や避難情報発令の決定、避難所開設の決定及び防災関係機関と

の協議を行った。 

⑴ 本部体制 

令和元年（2019 年）10 月 12 日（土） 8:30  

「飯山市台風第 19 号接近に対する警戒本部設置」 

   令和元年（2019 年）10 月 13 日（日） 0:30  

「飯山市台風第 19 号接近に対する災害対策本部」に切替 

   令和元年（2019 年）11 月 20 日（水）17:00  

「台風第 19 号に対する飯山市復興推進本部」に切替（継続中） 

 

⑵ 本部等会議の開催 

  ① 飯山市台風第 19 号接近に関する庁議  全 3 回開催 

  ② 飯山市台風第 19 号接近に対する警戒本部会議 全 2 回開催 

  ③ 飯山市台風第 19 号接近に対する対策本部会議 全 46 回開催 

  ④ 台風第 19 号に対する飯山市復興推進本部会議 全 12 回開催（継続中） 
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４ 避難情報・避難所の状況                     

⑴ 避難情報発令状況 

月日 

令和元年（2019 年） 

時間 対象地区 発令情報 

10 月 12 日(土) 20:15 常盤・木島地区 避難準備 

情報 

20:45 常盤・木島地区 避難勧告 

10 月 13 日(日)  2:30 大深（一部） 避難勧告 

 2:50 上組（一部）・中山根（一部）・

伍位野（一部） 

避難勧告 

 3:20 北町 避難勧告 

 4:00 有尾地区（皿川沿い一部） 避難勧告 

 4:00 大久保（バイパス沿い一部） 避難指示 

 4:50 田町 避難勧告 

 5:30 関沢（一部） 避難勧告 

 5:30 戸那子・中組（一部）・富田（一

部） 

避難勧告 

 5:30 桑名川（馬場） 避難勧告 

 6:40 福寿町・本町・肴町・上町・新

町・鉄砲町・奈良沢・栄町・県

町・北畑 

避難勧告 

 9:15 木島・常盤（冠水部分を除く）・

伍位野・上組・中山根・戸那子・

中組・富田 

避難勧告 

解除 

10 月 14 日(月)  9:00 市内に発令していた全ての地域 避難指示・

勧告 解除 

 

⑵ 避難所の開設状況 

  令和元年（2019 年）10 月 12 日（土）21:30  

・初動設置箇所  城南中（50 名） 

城北中（50 名） 

木島平村若者センター（90 名） 

≪以降順次拡大≫ 

・ピーク避難者数 城南中（300 名） 

城北中（292 名） 

           木島平村【若者センター・体育館】（250 名） 
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  瑞穂地区活性化センター（98 名） 

 上組集落センター   （53 名） 

  岡山地区活性化センター（30 名） 

 中山根集落センター  （11 名） 

  秋津地区活性化センター（ 9 名） 

 大久保センター    （ 8 名） 

富倉地区活性化センター（ 2 名） 

飯山市公民館     （358 名） 

令和元年（2019 年）10 月 28 日（月）10：00 避難者なし 

（最終開設避難所：飯山市公民館 閉鎖） 

 

 

５ 樋門、樋管、ポンプ等の対応                 

⑴ 樋門等の対応状況 

月日 

令和元年（2019 年） 

時間 内容 

10 月 12 日(土) 午前中 木島坂井樋門 閉鎖確認 

午前中 小沼中島樋門 閉鎖 

14:30 木島第 1・第 2 排水機場 運転開始 

19:17 木島雨水排水ポンプ場 １号機運転開始 

20:30 戸那子樋門閉鎖（ポンプ稼働中） 

20:35 御立野排水路ゲート 閉鎖 

20:40 御立野排水路ポンプ 稼働 

20:50 城山雨水排水ポンプ場 1 号機運転開始 

21:00 城山雨水排水ポンプ場 2 号機運転開始 

21:00 彦四郎排水ポンプ（3 台）稼働 

22:05 広井川ゲート 閉鎖 ポンプ 稼働 

10 月 13 日（日） 2:00 頃 皿川樋門閉鎖 

（国管理、操作員から 1:44 に閉鎖の報告あり） 

 

 ⑵ 排水ポンプ車の配置 

10 月 12 日（土）～14 日（月）  

排水ポンプ車 国土交通省 4 台、長野県 2 台、飯山市 1 台 

配置場所   広井川      1 台 配置  

今井川      3 台 配置 

皿川並びに市街地 6 台 配置 
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６ 被害の状況                          

⑴ 浸水被害のエリア           令和元年水害統計調査より 

  ① 秋津地区 宮沢川周辺   
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  ② 秋津地区 静間バイパス周辺 
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③ 飯山地区周辺 
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④ 木島地区周辺 
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  ⑤ 飯山地区北部、常盤地区南部周辺 

 

 



- 18 - 

 

  ⑥ 常盤地区、太田（大深）、瑞穂地区（柏尾）周辺  
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  ⑦ 太田（今井、大深）、瑞穂（柏尾）周辺 
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  ⑧ 岡山地区 下境周辺 
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  ⑨ 岡山地区 桑名川 
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⑵ 人的被害の状況 

   死者（災害関連死）  1 名 

   重症         1 名 

   軽症         4 名   計 6 名 

 

⑶ 住家浸水被害状況 

被害の程度 飯山 南町 静間 瑞穂 照里 常郷 一山 照岡 緑 計 

大規模半壊 37 
 

 1      38 

半壊 82 58 4 1  2 1 4  152 

一部破損（準半壊） 15 6 3   1    25 

一部損壊（10％未満） 261 142 9 1 1 3   1 418 

計 395 206 16 3 1 6 1 4 1 633 

     (令和 2 年（2020 年）9 月 30 日現在 調査済家屋・店舗併用住宅含む 単位：件) 

 

 ⑷ 事業所浸水被害状況 

173 件（店舗併用住宅含む。倉庫、車両被害のみの事業所あり） 

 

⑸ 公的施設等における被災状況と復旧対応 

  ① 道路・河川関係  

   ・道路被害 崩落箇所等 計 62 か所 

   ・道路付帯施設被害（消パイ、流雪溝制御盤）5 か所 

   ・河川被害（護岸崩落、土砂流出） 2 か所 

   ・市内道路の路面清掃及び側溝清掃 

     令和元年（2019 年）10 月 15 日（火）～10 月 31 日（木）完了 

（北町～新町） 

     国土交通省、十日町市及び市内建設業者による排土と清掃 

 

・土木公共施設等被害（復旧） 

種類 箇所数 金額（千円） 

道路 62 100,024 

道路付帯施設（消パイ、流雪溝制御盤）  5 3,720 

河川  2 298 

市道路面側溝等堆積土砂除去、清掃  26,275 

計 69 130,317 

  （令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 
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  ② 農林関係 

   ・圃場湛水  田（370ha）・畑（150ha） 

   ・施設浸水他  きのこ施設、養鶏場、ビニールハウス、養豚場 

 

     ・農業・農林施設等被害 

種類 箇所数 金額（概算）千円 

農業・農林施設災害（国庫補助） 19 59,689 

農業・農林施設災害（市単） 41 19,481 

農業集落排水施設災害（国庫補助）  2 18,000 

稲わら撤去事業  1 53,753 

提外農地(田)土砂撤去（国庫補助）  4 8,627 

計 67 123,350 

（令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 

 

   ・稲わら堆積被害（堤内）、土砂堆積被害（堤外） 

稲わら堆積（堤内） 土砂堆積（堤外） 計 

5,500a 19,580a 25,080a 

 

・堤外農道の土砂（泥）の堆積被害 

地区名 堆積延長（km） 

飯山 1.2 

木島 3.2 

常盤 11.2 

岡山 0.8 

計 16.4 

 

    【復旧状況】 

    ・農業・農業施設災害（国庫補助） ：20 箇所 事業完了 

    ・農業・農業施設災害（市単）   ：復旧工事 40 箇所 事業完了 

    ・農業集落排水施設災害（国庫補助）：事業完了 

    ・稲わら撤去事業（国庫補助）   ：985 ㎥ 事業完了 

    ・提外農地(田)土砂撤去（国庫補助）：事業完了 

    ・被災農業機械復旧（国庫補助）  ：22 人 39 件申請、 

21 人 38 件完了（1 件取下げ） 
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③ 上下水道関係 

  ・施設関係被害 

種類 箇所数 金額（千円） 

下水道ポンプ関係 7 応急復旧                    16,746 

有尾汚水中継ポンプ場本復旧  76,650 

マンホールポンプ場本復旧    27,500 

木島雨水排水ポンプ場 

排水路 

1              1,540 

計 8              122,436 

（令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 

   【復旧状況】 

   ・有尾汚水中継ポンプ場浸水被害 

     令和元年（2019 年）10 月 14 日（月）20:45 応急復旧 

本復旧は、国庫補助災害復旧事業により、施設の復旧に併せて浸水 

対策の改良工事も行い、令和 2 年（2020 年）6 月 29 日復旧完了 

 

・下水道マンホールポンプ（ＭＰ）の浸水被害と復旧 

施 設 名 応 急 復 旧 復 旧 完 了 

秋津幹線第１ＭＰ  

 

令和元年

（2019 年） 

10 月 14 日㈪  

 

令和 2 年

（2020 年） 

 

 

 

5 月 29 日㈮ 

静間バイパスＭＰ 10 月 15 日㈫ 

城山東ＭＰ 10 月 20 日㈰ 

福寿町ＭＰ 10 月 31 日㈭ 

関沢第１ＭＰ 10 月 14 日㈪ 

桑名川９号ＭＰ 10 月 14 日㈪ 

 

・木島雨水排水ポンプ場排水路土砂堆積と復旧 

施設区分 応 急 復 旧 復 旧 完 了 

堤外排水路 令和元年 

（2019 年） 

10 月 25 日㈮ 令和 2 年 

（2020 年） 

3 月 28 日㈯ 

ポンプ場内排水路 ― ― 7 月 2 日㈭ 

 

   ・城山雨水排水ポンプ場の浸水被害と復旧 

期日 状況・復旧等 備考 

令和元年 

（2019 年） 

10 月 13 日㈰ 7:15 ポンプ異常停止 床上 80cm の浸水に

よる 
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10 月 16 日㈬ 現地調査実施 メーカー技術者に

よるダメージ調査 

令和 2 年

（2020 年） 

1 月 31 日㈮ 災害査定完了 復旧工事 12 月発注 

4 月 28 日㈫ 復旧完了  

 

・都市下水路土砂撤去…令和元年（2019 年）12 月 4 日（水） 

～12 日（木）の間で作業実施済（上町区） 

 

④ 市営住宅被害 

種類 箇所数 金額（概算）千円 

新町団地 応急復旧（水道・電気等）等 1 式 389 

新町団地 本復旧  ・住戸 

・水道ポンプ 

・エレベーター 

・自動ドア 

2 戸 

2 基 

1 基 

1 基 

12,738 

福寿町団地､福寿町住宅（床下浸水）等 1 式 688 

計  13,815 

  （令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 

【復旧状況】 

   ・市営住宅 電気・水道応急復旧 

令和元年（2019 年）10 月 14 日（月）完了 国庫補助災害申請済み 

発注（令和 2 年（2020 年）1 月 17 日（木）契約） 

竣工（令和 2 年（2020 年）3 月 27 日（金）） 

 

   ・市営住宅被災者一時入居関係 

令和 2 年（2020 年）9 月 30 日現在 …12 戸 17 名入居 

令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在 …入居者なし 

 

⑤ 公費解体  

令和 2 年（2020 年）6 月 30 日（火）受付終了、 

令和 3 年（2021 年）2 月完了 

     公費解体 38 件、自費解体償還 18 件 合計 56 棟 

     金額 141,845 千円 

（令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 
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  ⑥ 学校・保育園等関係                     

対象箇所 被害等状況 

飯山小学校 床下浸水、調理室地下冠水 

グラウンド及びプール等泥堆積 

・令和元年（2019 年）10 月 17 日（木）学校再開 

・令和 2 年（2020 年）3 月グラウンド復旧 

しろやま保育園 床下浸水 プール施設破損、園庭他泥堆積、 

プール改修 

あきは保育園 床下浸水 園庭ほか泥堆積、園庭倉庫浸水による

遊具等に被害 

瑞穂保育園 園庭に倒木（園児等に被害なし）撤去済み 

子ども館きらら 花壇等泥堆積 

旧二中プール 機械類浸水 プール泥堆積 

旧二中プール廃止（令和 2 年（2020 年）より） 

                総額 9,115 千円 

 

⑦ 市役所庁舎被害 

・1 階フロアー改修及びネットワーク配線等本復旧（OA ﾌﾛｱｰ化）27,940 千円 

 ・冷暖房用ファンコイル復旧                 7,040 千円  

・非常用放送設備復旧                    4,785 千円 

・給水ポンプユニット本復旧                 3,575 千円  

・車両購入 11 台                                           15,935 千円 

   ・消火栓ポンプユニット本復旧                3,509 千円  

・机、ｲｽ、ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ等購入                   1,739 千円 

   ・レンタカー、リース車の借上げ                            3,318 千円  

・ボード壁張替塗装                                        2,585 千円 

   ・常盤活性化センター屋根修繕                              9,900 千円 

・その他工事、消耗品等                                   19,924 千円 

                      【総額（決算）   100,250 千円】 

 

  ⑧ 飯山市情報センター被害（令和元年度（2019 年度）末、復旧完了） 

   ・１階部分床、壁 

   ・エレベーター 

   ・電気機器等備品             

【総額（決算）    10,340 千円】 
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  ⑨ 飯山市保健センター被害（令和元年度（2019 年度）末、復旧完了） 

   ・浸水床上約 0.4ｍ 

   ・1 階床復旧、FF 式ストーブ撤去等      

                                                総額（決算）  4,021 千円】 

    

 

７ ライフラインの状況                      

⑴ 電気 

 ① 停電 

   令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）0:11～8:13    瑞穂地区笹沢区 

   令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）5:00～14 日（月）8:40 照岡地域 

 

 

８ 道路の状況                          

⑴ 国県道（交通規制） 

・国道 117 号  伍位野交差点～皿川交差点まで 

・国道 117 号  柏尾戸狩停車場線交差点～野沢上境停車場線交差点まで 

・国道 292 号  柳原地区「硫黄」地籍～新潟県境まで 

・国道 292 号  伍位野交差点～中野市壁田チェーンベースまで 

・国道 403 号  市川橋～馬場地籍まで 

・主要地方道上越飯山線 黄金石交差点先～400ｍの間 

・県道箕作飯山線 西大滝スノーシェッド内  他３か所 

 

⑵ 市道 

・市道 2-104 号 蓮（蓮〜替佐）全面通行止め  

令和 2 年（2020 年）3 月 4 日解除 

 

 

９ 公共交通機関の状況                     

⑴ JR 北陸新幹線 

長野駅～上越妙高駅間 

令和元年（2019 年）10 月 12 日（土） 正午頃以降終日運休 

令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）～24 日（木）運休 

令和元年（2019 年）10 月 25 日（金） 暫定ダイヤにより全線運行再開 

 

⑵ JR 飯山線 

令和元年（2019 年）10 月 12 日（土）  
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10 時頃から順次運転を見合わせ、正午頃以降終日運休 

令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）～25 日（金）  

運休 不通（替佐－蓮 土砂流入） 

令和元年（2019 年）10 月 21 日（月）～25 日（金） 

代行バス運行（通学者用） 

令和元年（2019 年）10 月 26 日（土） 全区間運行再開 

 

⑶ バス等その他の公共交通 

① 長電バス 全路線  

令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）、14 日（月）全面運休 

令和元年（2019 年）10 月 15 日（火）ほぼ平常運行（一部迂回運行） 

令和元年（2019 年）10 月 29 日（火）平常運行 

      

② 市コミュニティ―バス、乗合タクシー 

令和元年（2019 年）10 月 13 日（日）、14 日（月） 

終日運休：斑尾線、富倉・大川線、小境線、温井線 

 

 

10 災害廃棄物の受入れ状況                    

 ⑴ 浸水により発生したごみ処理  

    令和元年（2019 年）10 月 14 日（月）～22 日（火）までに家庭前に出され

たごみを収集し、27 日（日）まで仮設集積場の旧城南中グランドへ搬入 

    飯山市建設業協会、県、近隣市町村及び災害相互応援協定市等による処理 

推計 約 2,300ｔ   金額 123,832 千円 

 

⑵ 仮設集積場からの搬出 

処理業者と契約を締結し、令和元年（2019 年）11 月 16 日（土）より搬出を

開始。家電四品目、不燃物、可燃物の順に搬出し、年度末で完了 

 

 

11 受援の状況                         

⑴ 自治体からの派遣 

    期間：令和元年（2019 年）10 月 15 日（火）～11 月 8 日（金） 

内容：ごみ処理支援、家屋調査、総括支援員等 

派遣元 延人数 派遣元 延人数 

長野県   6 名 長野財務事務所   6 名 
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北信地域振興局  28 名 木曽広域連合   8 名 

木島平村  90 名 栄村  37 名 

野沢温泉村  46 名 山ノ内町  84 名 

十日町市  11 名 大北ブロック 112 名 

飯伊ブロック 115 名 安曇野市  45 名 

山梨市  56 名 長井市  47 名 

魚津市  56 名 国分寺市  42 名 

鳥取県 156 名 倉吉市  11 名 

三重県  12 名 石川県   4 名 

延人数合計 972 名 

 

 

12 災害ボランティアの状況 

⑴ ボランティアセンター（飯山市社会福祉協議会で実施） 

   期間 令和元年（2019 年）10 月 15 日（火）～27 日（日） 

     ボランティア数 延 1,253 名（内飯山市内 353 名、長野県内 900 名） 

     派遣希望数 152 件（完了 151 件、持越し 1 件） 

 

 

13 主な被災者支援                       

 ⑴ 災害救助法         （令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 

① 住宅の応急修理  

・令和 2 年（2020 年）6 月 30 日(火)受付終了 

・申請件数 119 件 

・修理依頼書 119 件、完了 119 件 

・金額 63,543,369 円 

 

  ② 学用品の給与    

・申請件数 15 件、避難所の設置（閉鎖） 

   ・生活必需品の給与 対象者 142 件 2,190,955 円 

 

 ⑵ 上下水道料金の減額  

・申請数 516 件   

・金額 4,786,470 円 

 

 ⑶ CATV 料金の減額     
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・対象数 74 件   

・金額 554,850 円 

 

⑷ 国県の生活再建支援制度 

① 被災者生活再建支援制度（国）申請件数 39 件 支援金額 47,750,000 円 

  ② 信州被災者生活再建支援制度（県）申請件数 138 件 支援金額 63,250,000 円 

 

⑸ 義援金（市：一次～三次配分【最終】、県：一次～五次配分【最終】）    

・申請受付 538 件 ・金額 135,111,563 円 

 

 ⑹ 災害援護資金の貸付 

・申請受付 4 件 ・金額 6,800,000 円 

 

 ⑺ 災害見舞金の支給（県 50,000 円、市 50,000 円） 

・対象件数 40 件 ・金額 2,000,000 円 

 

⑻ 総合相談・住宅相談窓口の設置 

 

⑼ 所得に関係のない就学支援 

・申請件数 6 件 12 名 

・就学援助費支払額 757,473 円 

 

⑽ 事業所等を対象とした特別相談窓口の設置 

・令和元年（2019 年）10 月 16 日（水）から 

商工会議所に設置（市、商工会議所と合同） 

 

 ⑾ 国民健康保険、後期高齢者医療の窓口負担の免除 

・令和 2 年（2020 年）12 月 31 日（木）まで減免期間を延長 

国民健康保険免除証明書発行件数 95 件 

後期高齢者医療免除証明書発行件数 122 件 

※令和元年（2019 年）10 月 12 日（日）～令和 2 年（2020 年）12 月 31 日（木）

までの診療の窓口負担を支払われた場合は、支払の翌日から 2 年間還付申請可 

 

 ⑿ 後期高齢者医療保険料の減免（令和 2 年（2020 年）10 月 31 日受付終了） 

・令和元年（2019 年）分  対象者 97 名  減免額 2,907,300 円 

・令和２年（2020 年）分  対象者 99 名  減免額 2,440,600 円 
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 ⒀ 国民年金保険料の免除 （申請延人数 8 名） 

   ・令和元年（2019 年）9 月から令和 3 年（2021 年）6 月 

（令和元年（2019 年）9 月～令和 2 年（2020 年）6 月、令和 2 年（2020 年）

7 月～令和 3 年（2021 年）6 月の年単位）※2 年 1 ヶ月前まで遡って申請可 

   

 ⒁ 介護保険料の減免 

   ・令和元年度（2019 年度）分  対象者 196 名  減免額 3,564,105 円 

   ・令和 2 年度（2020 年度）分  対象者 195 名  減免額 3,438,750 円 

 

 ⒂ 介護保険サービス利用料の免除 

   ・令和元年度（2019 年度）分  対象者 58 名 減免額 4,626,259 円 

   ・令和 2 年度（2020 年度）分  対象者 61 名 減免額  6,322,371 円 

 

 ⒃ 各種証明書の手数料の免除 

 

 ⒄ 飯山市生活支援・地域ささえあいセンター運営事業 

・社会福祉協議会へ業務委託 

・支援世帯 167 世帯 

・令和 4 年（2022 年）3 月 31 日（木）事業終了  

 

 ⒅ 事業者支援 

  ① 飯山市中小企業再建支援特別事業（飯山市中小企業再建支援補助金） 

内容 件数 事業費（千円） 市補助金（千円） 

グループ補助金 29      71,445 8,798 

持続化補助金   41      76,604     11,918 

 

  ② 飯山市中小企業融資制度（災害等対策資金）利用者への支援 

   （1.3％利子補給 2 年間・保証料全額補助） 

月数 件数 金額（千円） 

令和元年（2019 年）11 月～ 

令和 2 年（2020 年）3 月 

32 件      132,950 

 

 ⒆ 農業施設支援（農業用機械、ハウスなど） 

  ① 被災農業者支援事業補助金 

・対象者 22 名（39 件）  

・復旧費 11,073 千円（交付決定額 9,335 千円、市補助 20％ 1,867 千円） 
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 ⒇ その他支援 

  ① り災証明書の発行 

   ・令和元年（2019 年）10 月 15 日（火）～電話受付、税務課職員他で家屋調査 

   ・令和元年（2019 年）11 月 2 日（土）～4 日（月）市公民館で交付開始 

   

対象件数（家屋調査結果）         （令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 

 判定 浸水状況 調査件数 発行件数 

床上 

全壊 1.8ｍ以上浸水   0 件   0 件 

大規模半壊 1.0ｍ以上浸水  38 件  38 件 

半壊 1.0ｍ未満浸水 152 件 148 件 

床下 

（非木造の

床上含む） 

一部損傷（準半壊） 10％～  25 件  20 件 

一部損傷（10%未満）  419 件 230 件 

被害なし   73 件   1 件 

合 計 707 件 437 件 

 

  ② 被（ひ）災証明書の発行 

  内容に応じて各部署で証明書を発行   （令和 4 年（2022 年）8 月 31 日現在） 

    種 別 発行窓口 件 数 

車・家財等 危機管理防災課 225 

商店・事業所等 商工観光課 169 

農業施設等 農林課  18 

合 計  412 

 

③ 市税減免事務状況（経過） 

・令和 2 年（2020 年）1 月 14 日付 対象者へ申請通知（435 件） 

   ・令和 2 年（2020 年）2 月 12 日付「半壊」「大規模半壊」未申請対象者へ 

再通知（53 件） 

   ・令和 2 年（2020 年）3 月 12 日付「半壊」「大規模半壊」未申請対象者へ 

再々通知(13 件) 

令和 3 年（2021 年）3 月 31 日現在 

対象税目 対象件数 申請件数 承認件数 減免額 

市県民税  92 件 89 件 85 件 2,647,950 円 

固定資産税  416 件 220 件 185 件 2,381,100 円 

国民健康保険税 56 件 51 件 50 件 1,943,000 円 

計 564 件 360 件 320 件 6,972,050 円 
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 ④ 消石灰配布（殺菌用） 

    令和元年（2019 年）10 月 14 日（月）～16 日（水）の間、浸水被害を 

受けた建物に配布 

 

  ⑤ 市ホームページ・フェイスブック・防災無線・ケーブルテレビによる 

情報提供 
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第２章 

 

令和元年東日本台風（台風第 19 号）の 

被災・復旧状況写真と広報飯山の記録 
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１、被災状況                           

⑴ 市街地全景 
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⑵ 秋津地区 静間バイパス周辺 
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⑶ 飯山市役所周辺 
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 ⑷ 飯山市役所内 
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⑸ 飯山地区北町区周辺 
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⑹ 一級河川 皿川 
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⑺ 戸狩野沢温泉駅周辺 
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⑻ 岡山地区 桑名川区周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 43 - 

 

⑼ 避難所の状況 
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 ⑽ 消防団の対応状況 
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２、復旧状況                           

 ⑴ 被災地域の復旧 
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 ⑵ 企業、応援自治体、ボランティア等による復旧 
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 ⑶ 災害ゴミ集積場の状況（旧城南中学校グラウンド） 
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３、広報飯山                           
 

 

 

 

 

 

2019.11 月号 

2019.11 月号 

2019.11 月号 
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2019.11 月号 
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令和元年東日本台風（台風第 19 号） 

災害における課題と対応策 
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令和元年東日本台風（台風第１９号） 

災害における課題と対応策 
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はじめに 

 

 令和元年 10 月 12 日に日本列島に上陸した台風第 19 号は、東日本から東北地方を中

心に広い範囲で観測史上最大となる大雨を降らせ、各地に甚大な被害をもたらした。 

 長野県においては、初の大雨特別警報が発表され、東北信を中心に河川の氾濫、土砂

災害などの被害が相次いだ。 

 千曲川の水位は、立ヶ花水位観測所で 10 月 13 日午前 3 時 20 分に 12.46ｍ、飯山水

位観測所で13日午前 7時に 11.10ｍに達し、それぞれ過去最高となる水位を記録した。 

 こうした状況の中、13日未明に千曲川の支川である皿川（一級河川）が氾濫し、飯山

市街地が浸水したほか、千曲川沿いの一部地域でも氾濫被害が発生し、飯山市内で浸水

した家屋は６２９戸に上った。 

 この令和元年東日本台風（台風第 19 号）災害では、市街地等の浸水に加え市役所も

被災するという大きな災害であり、その対応に関し様々な課題が見つかった。このため

飯山市では、この災害を教訓とすべく、区長との災害対応についての意見交換会を実施

し、また職員からも反省事項等を提出させ、これらを踏まえて、今後災害時においては、

市民の安全を第一として、今まで以上に的確かつ迅速な対応ができるよう、以下のとお

り課題と対応策を取りまとめた。 

 なお、対応策の中には、既に見直しを行ったもののほか、今後他機関と調整を図るも

の並びに多額な予算が必要なもの等も含まれている。 

 

～課題と対応策～ 

１ 情報収集                     

⑴ 迅速で正確な情報の収集と共有 

 課題： 

 ① 災害が発生している中、市民からの電話が多く、対応する職員数の不足及び電話

の回線数の不足によりつながりにくい状況となった。 

 ② 情報収集にあたり、市民、現場対応職員、消防団、国、県からの情報及び気象や

支川の水位などを集約する体制の充実が必要である。 

 ③ 樋門ゲートの開閉、河川水位（千曲川、支川）の情報の共有化（国、県、市）が

必要である。 

 

 対応策： 

 ① 市役所の電話回線について、ダイヤルイン（直通）方式への移行を図り、各対策

部とつながりやすくする。 

   区長と市の間における情報交換のためのホットラインを検討する。 
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 ② 正確な情報収集及び集約を行うため、情報収集班の職員配備体制を整えるととも

に、対策本部に河川情報等を確認できるモニターを設置する。 

   また、消防団から随時巡視状況等の報告を収集し、対策本部に報告する。 

 ③ 対策本部は、国、県からの情報やｗｅｂ情報により、各対策部等へ情報伝達し、

災害対応に活かす。 

 

 

２ 情報発信                   

⑴ 的確な判断と速やかな情報の発信 

 課題： 

 ① 勧告等の情報を早めに、また、きめ細かく発信が求められている。（水位情報で

はなく地区内の小河川や道路の規制の状況など） 

 ② 情報提供は防災無線だけでは不足する。 

 ③ 避難所に情報が入ってこなかった。 

 

 対応策： 

 ① 情報収集班で取りまとめた情報に基づき、対策本部で的確に判断し、情報発信班

から速やかに情報発信できる体制を整備する。本部の設置場所についても現在の各

フロアごとから４階委員会室に集約し、雨量、流水量、現場映像等を本部において

モニターできるよう取り組むなど、情報収集・指示伝達が同一会場の中で行える形

として、避難勧告・指示等を迅速に発令していく。 

 ② 情報発信に当たっては、防災無線の戸別受信機のほか、新防災行政無線の屋外拡

声子局（外部スピーカー）、市のホームページ、ＳＮＳ、エリアメール・緊急速報

メール、ｉネットの文字放送等も活用して多面的に情報を発信する。 

   また、状況に応じて広報車等を活用する。 

 ③ 避難所に防災無線の設置を行い、随時情報が届くようにする。 

   また、避難所対応職員により、本部会議の決定事項等の情報も伝達できる体制を

とる。 

 

 

３ 避難対策                   

⑴ 避難先の確保 

 課題： 

① 今回の災害では、全体で千人を超える避難者に対応したが、避難所を数多く開設

するには、職員数が充分ではなかった。 
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② 自動車で避難する人が多い中で、駐車場の案内や高齢者・障害者の方への対応等

が充分に出来なかった。 

   城南中学校体育館は２階にあり、トイレ等が１階にあることから、要支援者・高

齢者には不便であった。 

 ③ 避難者受付で名簿記入に待ち時間が発生し混乱した。 

 ④ 避難施設の中学校体育館等は、床が板張りであることから、下敷きが必要だった。

毛布などの避難所用品の不足があった。 

   また、避難所用品の配布に人手と時間がかかった。 

 

 対応策： 

 ① 洪水時の指定避難所として、駐車場の確保ができる場所を選定し、避難者を集約

することで避難所対応職員の集中化を図る。 

   洪水時の指定避難所として、 

「城南中学校」（秋津・飯山・木島地区の一部） 

「秋津小学校」（秋津地区の一部） 

「木島平村中学校」（木島地区の一部） 

「東小学校」（瑞穂地区の一部） 

「市民体育館」（外様・常盤・飯山地区の一部） 

「トピアホール」（太田・常盤・岡山地区の一部） 

「岡山地区活性化センター」（岡山地区の一部）の７カ所に集約する。 

ただし、指定避難所のほか、一部の区で設けている「一時避難場所」については、

各区の判断により開設する。 

また、避難所において新型コロナウイルス等感染症対策の３密（密閉、密集、密

接）を避けるために、親戚や知人宅への避難や、自家用車等での車中避難を促すと

ともに、指定避難所では検温、手指消毒、マスク着用を徹底するほか、パーティシ

ョンの設置などの対策を講じる。 

なお、車中避難の際は、エコノミークラス症候群についてチラシなどで注意喚起

する。 

 ② 中学校は、体育館が２階のため、体育館のトイレ等の整備が必要となる。（冷暖

房やエレベーターも検討する必要がある。） 

   状況に応じて、仮設トイレや避難物資等を配備し、最低２日間を乗り切る体制づ

くりをする。 

   要支援者・高齢者については、トイレのある教室棟、または１階の部屋を利用す

る。 

   また、福祉避難所の設置について検討する。 

 ③ 受付簿を戸別の個票として待ち時間を短縮し、また個票を区ごとに整理して避難

者の確認をしやすくする。 
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   自主防災組織（区）の方にも協力を募り、受付業務をスムーズに行えるようにす

る。 

 ④ 避難所用品・物資については、指定避難所に集約する。 

  （指定避難所から他の避難所へと配布することを考える。） 

 

⑵ 食事の提供 

 課題： 

 ① 今回、真夜中の避難勧告発令であったため、朝の食事については日赤奉仕団に連

絡せず職員で対応して提供をした。 

  その後は県の支援による食事の提供で対応をした。 

 

 対応策： 

 ① １日目は避難所情報を正確に共有し、日赤奉仕団等に対応を依頼する。 

   ２日目以降は支援物資を活用することとするが、飲食物の提供について事業者と

協定を締結することも進めていく。 

 

 

４ 被災者支援                    

⑴ 災害ごみの撤去等の復旧情報等の周知 

 課題： 

① 災害ごみや泥の撤去作業などの情報が、屋外での作業中に伝わらなかったことが

あった。 

 

 対応策： 

 ① 屋内の防災無線だけではなく、屋外拡声子局やメール、広報車等も活用して情報

を伝達する。 

 

⑵ り災証明や支援制度等の周知 

 課題： 

① 水道料金の減免やり災証明の発行等支援制度について、すべてを把握して手続き

をするのが難しい。 

② 市民からの要望・意見等を聞く相談窓口の設置が必要である。 

 

 対応策： 

 ① 情報を取りまとめた支援ガイドブックを作成して活用し、被災者に該当する制度

を案内する。 
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 ② 様々な相談、要望を受け付ける、総合相談窓口を設置し、市民への周知徹底を図

る。 

 

⑶ 災害時要援護者対応（訪問相談） 

 課題： 

 ① 被災したと思われる避難行動要支援者世帯及び高齢者世帯全て（約 150 世帯）の

訪問活動を災害発生５日以内に実施することができた。保健師、看護師、社会福祉

士、ケースワーカーなどの専門職が２人一組となって訪問した。 

   被災した方への訪問活動は定期的に行いたいが、他の災害対応業務等が多忙で行

うことができなかった。 

   被災者の状況は時間により変化するため定期的に訪問できる体制が必要である。 

 

 対応策： 

 ① 被災後の安否状況確認は、福祉事業所と連携して実施できるよう体制をつくる。 

   「生活支援・地域ささえあいセンター」（今回の災害時には令和２年１月に開設）

を災害後速やかに開設し、訪問活動を行う。 

 

 

５ 復旧・復興                    

⑴ 下水道施設の被害調査、緊急措置及び仮復旧 

 課題： 

 ① 水没し汚水の圧送ができなくなった８施設の応急復旧では、日頃から当該電気設

備の保守管理に携わり熟知している業者の協力を得て、早期に仮運転まで復旧した。

また、仮運転に至るまでの間、市内清掃業者のバキュームカーによる汚水移送の対

応により、周辺環境の汚濁をくい止めた。 

   災害時におけるライフラインの復旧にあたり、工事業者への協力要請についてル

ールを作る必要がある。 

 

 対応策： 

 ① 災害復旧作業において、平常時に下水道施設の保守管理を行っている業者や、下

水道及び電気設備業者の協力は不可欠である。災害時の協力体制について相談し、

復旧作業に係る支援の内容、有償無償の区別などのルールを明確にし、協定の締結

も検討する。 

 

 

⑵ 農地の復旧 
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 課題： 

 ①農地の堆積土等（稲わらを含む）の撤去について、地区要望を優先し、「協働の堤

外農道土砂撤去事業及び飯山市農業施設堆積物対策事業」の支援制度の周知を区長

会、ＪＡ、農業団体、ホームページ等を通じて行ったが、一部の被災された農業者

まで十分に理解されない場合があった。 

 

対応策： 

 ① 被災された農業者が、災害復旧事業の進め方がわかるフロー図をホームページに

掲載し周知を図る。 

   また、フロー図を市報折り込みで各農業者に配布し、区長会において災害復旧事

業の進め方を徹底する。 

 

⑶ 市内事業者の経済再建 

 課題： 

 ① 被災した市内事業者に対し、商工会議所と連携した窓口を設置し、国・県の補助

制度の活用、市の上乗せ補助支援等を行っているが、事業再開に支障が出ないよう

努めるとともに、事業再開後の経営安定に向けての継続的な支援が必要である。 

 

 対応策： 

 ① 被災した事業者の再建、経営の安定化を図るため、事業者の状況の把握に努め、

商工会議所と連携をするなかで、継続的な支援を行っていく。 

 

 

６ 平常時の備え                    

⑴ ハザードマップの見直し等 

 課題： 

 ① 災害対応について、水害に特化した行動計画が必要である。 

 ② 支川の浸水想定区域を記載した洪水ハザードマップの見直しが必要である。 

 

 対応策： 

 ① 水防計画書を策定するとともに、今回の災害で課題となった点について職員災害

対策マニュアルの見直しを行う。 

 ② 支川の浸水想定区域については、県の作成ができ次第ハザードマップに記載する。 

   なお、避難所については、見直しに基づきハザードマップを修正する。 

 

⑵ 自主防災組織の活動 
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 課題： 

 ① 共助の中心となる自主防災組織との連携を深めた防災訓練が必要。 

 ② 自らが暮らす区域内の危険箇所・避難所等を知り、避難行動の参考とする必要が

ある。 

 

 対応策： 

 ① 樋門の管理等が適切に行われ、災害時に本部との連絡が円滑にできるよう、自主

防災組織（区）に対し、消防団と協力した水防訓練への参加を促す。 

   また、自主防災組織（区）内においても防災訓練を実施するよう呼びかける。 

 ② 現在のハザードマップと住民支えあいマップ等を集約した、地区防災マップを作

成するための支援を行う。 

   自主防災組織（区）においては、避難行動要支援者の避難体制等について検討し

ていただく。 

 

⑶ 協定団体、協定都市等との連携 

 課題： 

 ① 建設業協会等の協定締結団体、近隣市町村、災害時応援協定締結市等の協力があ

り、災害ごみ処理や被災家屋調査等について迅速に対応することができた。 

   今後も協定団体、協定都市等からの応援体制が不可欠である。 

 

 対応策： 

 ① 平常時から協定団体等との相互連携が深まる交流を継続していく。 

 

 

７ 市の体制                      

⑴ 人員確保と情報共有 

 課題： 

 ① 職員数の不足により、各対策部での必要人員の確保に苦慮した。 

 ② 災害対策本部の情報共有の円滑化が必要である。 

 

 対応策： 

 ① 本年度から制度化された会計年度任用職員を災害対応に当てることで人員を増

強する。 

   また、避難所の受付や運営等については、自主防災組織（区）の協力を仰ぐ。 

 ② 災害対策本部において共有された事項、また決定された事項について、情報配信

メール等を活用し情報共有する。 
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⑵ 排水ポンプ車の稼働体制 

 課題： 

 ① 排水ポンプ車を配備してから、撤収までに操作員は、５～６人が必要であるが、

他の災害箇所対応において操作員の業者に招集がかかり、排水現場は市職員１人で

の対応となった。 

 対応策： 

 ① 排水ポンプ車を稼働させるため、維持係直営作業員による直営体制とする。 

 

⑶ 現場パトロール体制 

 課題： 

 ① 現場パトロールの人員が充分に確保できなかった。 

   限られた人員の中でより効率的に現場パトロールを行う方法を検討する必要が

ある。 

 

 対応策： 

 ① 河川増水時における一級河川、準用河川の被害想定箇所を事前に確認・整理し、

災害時には、その場所を重点的にパトロールする。 

 

⑷ 公用車の退避 

 課題： 

 ① 公用車が浸水被害にあったことから、平時より車の退避場所を定めておき、円滑

に車の移動ができるようにする必要がある。 

 

 対応策： 

 ① 退避場所を飯山駅立体駐車場の空きスペース等に設定し、担当者を決めて車両の

移動を行う。 

   また、重機等については、西回り線正受庵駐車場、曙町入口堆雪場等へ移動を行

う。 
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第４章 

 

～災害から５年～ 

令和元年東日本台風（台風第 19 号）を 

教訓とした防災に関する主な取り組み 
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１、国・県の取り組み                     

⑴ 国の取り組み 

① 信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（令和 2年（2020 年）1月） 

  

令和元年東日本台風（台風第 19 号）において、信濃川水系の千曲川上流域から

信濃川中流域の広域にわたって甚大な被害が発生したことから、流域内の関係機関

が連携して河川整備によるハード対策と地域連携によるソフト対策を一体的かつ

緊急的に進めるため、国・県・市町村で構成する「信濃川水系緊急治水対策会議（千

曲川）」、「信濃川水系緊急治水対策会議（信濃川中流）が開催され、流域の関係

機関との協議、調整を進め、令和 2 年（2020 年）1 月 31 日に「信濃川水系緊急治

水プロジェクト」を最終的に取りまとめ、概ね 5 年間で「再度災害防止・軽減」、

「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を目指しています。 
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② 流域治水の推進 

 

 

 

 

 

 

③ 信濃川水系河川整備計画の変更 （令和 4 年（2022 年）12 月） 
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  ④ 蓮遊水地の整備 （令和 3年度（2021 年度）～） 
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⑤ 飯山地区 MIZBE ステーションの整備 

（令和 5 年（2023 年）3 月 31 日登録） 
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⑵ 県の取り組み 

  ① 長野県流域治水推進計画（令和 3年（2021 年）2月） 

 

 

  ② 一級河川 皿川改修工事 L＝600ｍ 

（令和 3年（2021）年～令和 12 年（2030 年）予定） 
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２、飯山市の取り組み                     

① ハザードマップの全戸配布 

（令和 2 年（2020 年）10 月、改定：令和 6 年（2024 年）3 月） 

 

 

② わが家の避難場所の全戸配布 

（令和 3年（2021 年）9月、改定：令和 6年（2024 年）5月） 
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③ 洪水時の自家用車、農耕用車両、重機の避難場所の設定 

（令和 5年（2023 年）7月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 災害時の避難情報の変更（令和 3年（2021 年）5月） 
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⑤ 洪水時に備えたマイタイムラインの周知（令和 4年（2022 年）5月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑥ 防災情報の配信の拡充（メール配信サービス） 

（令和 3年（2021 年）2月） 
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⑦ 防災無線（個別受信機）のデジタル化と全戸貸出 

                     （令和 2 年度（2019 年度）～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑧ 個別避難計画の作成（令和 3 年度～） 

近年の災害においても高齢者や障がい者が犠牲になっており、災害における

全体の死者のうち、65才以上の高齢者の割合は、令和元年台風第 19 号では約

65%、令和 2 年 7月豪雨では約 79%であったことを受け、災害時の避難支援等を

さらに実効性のあるものとするため、特定の「避難行動要支援者」について、

災害が発生した際に円滑な支援が行えるよう、ひとり一人の「避難場所」や

「避難方法」、そして「誰が避難をサポートするか」などを予め決めておく、

個別避難計画を毎年更新しています。 
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⑨ 飯山市災害備蓄計画（洪水編）の策定（令和 5年（2023 年）1月） 
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⑩ 洪水時は流しま宣言 ～バスダムの取り組み～ の発出 

（令和 5 年（2023 年）7 月） 

 

 

⑪ 自主防災組織活動の推進 
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⑫ 市役所前雨水貯留タンク 3 台設置（令和 4年（2022 年）7月完成） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 城山雨水排水ポンプ場の改修（令和 5年（2023 年）7月完成） 
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